	令和２年度第１回大阪府河川整備審議会　傍聴者意見

	開　催　日　時

場　　　　　所
	令和２年７月13日　月曜日　午後５時00分から午後６時22分まで
大阪府庁別館７階都市計画室分室

	（茨木市　江管氏）
発言内容
今日話題になった府民意見の募集の件ですが、前回の再評価のときにも募集されていました。ただ、この周知が全く行われていないという状況でした、私からすればね。大阪府でパブリックコメントをする場合は少なくとも報道発表提供ということで、この会議もそうですが、事前にホームページのトップのところで掲載ページに到達できるようになっています。前回の府民意見募集の場合、そういう手続がされていませんでした。ダムの関係のページにしか掲載されてなかった。府民意見の募集ということだったので、府の情報公開室に尋ねましたところ、府の正式のパブリックコメントではなく河川整備課が独自でやっていることというう回答がありました。今回の府民意見募集について、私は全く知りませんでした。ぜひやり直しをお願いしたい。周知する努力をされてない。ホームページに掲載したとおっしゃっていますけど、どのホームページなのか、ダムのことは気になっていて常に確認しています。普通の府民の人よりも確認していますが、全く知りませんでした。流域２００万人、２５０万人の住民の生命と財産に関わることで、たった５件の意見しか出ていない。しかも前向きな意見しか出ていないというのは非常に不自然だと思います。周知徹底、努力された結果であるとはとても思えません。ですから再度意見募集、府の正式なパブリックコメントの手続に乗っ取って意見募集をしていただきたい。それを参考にして、答申を出していただきたいというお願いを申し上げます。
（茨木市　阿字地氏）

発言内容
今の御意見に全く賛同いたします。ぜひ意見公募を改めてしていただくよう強く要望しておきたいと思います。
　これ間安威川ダム工事が大きく進捗という情報を聞きましたので、その状況を知るために安威川ダム工事現場を去る７月１１日に緊急現地調査を行いました。
　第一に今回の安威川ダム建設事業の事業評価について申し上げます。安威川流域における事業の目的と事業の概要ですが、現安威川ダム河川整備計画では１００年確率の降雨の洪水を調節するダムを建設することにより、目標達成を目指すとしていますが、近年の、国内の異常降雨や、今日の九州豪雨など、こうした異常気象が日本列島全体に拡大し得る可能性が高いこと、また国でも内閣府や国交省を中心に治水の方策について、流域治水への転換が議論されていること、また今般の安威川ダム計画地周辺の地質の脆弱性が指摘される中では、安威川流域の治水についても同様の方法で見直しておられると考えます。こうした世界的な気象変動、気候変動、日本の異常降雨常態化や国の治水対策の変換の動き、安威川ダム工事地周辺の地質の脆弱性等を総合的に勘案するなら、安威川流域の治水もダムに頼った治水から流域治水への方向へ転換すべきと考えます。
　第二に、今回のダム建設費用の変更について申し上げます。変更の理由の第一は、自然災害により必要となったとして、非常用洪水吐きののり面対策の増で２２億円、ダム貯水池周辺における斜面保全対策の増で４３億円、総計６５億円、第二に現場条件により対応が必要となったとして、コア材の採集量不足及び転石処理の増で３５億円、盛り立て材料に関わる土量変化率の見直しの増で５億円、総計４０億円としていますが、２０２０年６月１３日非常用洪水吐きのり面崩壊の原因と対策工事の調査報告書及びダム湖周辺の崩落箇所の原因と対策工事の調査報告書など、その具体的な内容について情報公開を請求しましたが、公開期限延長処分により、いまだに公開されていません、説明責任をきちっと果たすべきと考えます。
　第三に、建設に要する費用の増加に関連する現在執行中の工事内容の進捗状況について申し上げます。大阪府は２０２０年２月７日工事と、２０２０年７月８日公示の「安威川ダム河川護岸防災工事」（令和１年度、令和２年度）を発注していますが、私たちも情報公開請求に応じて早期に工事の概要と進捗状況についても説明をするよう求めます。
（茨木市　江管氏）
意見記入用紙に書かれた意見
〈意見〉
府民意見募集は、府の基準にのっとって正式のパブコメとしてやり直して下さい。理由については、会場発言のとおりです。
〈質問〉

1． 今回の審議会の資料はわかりやすかったですか？

１．わかりやすかった　２．わかりにくかった　３．その他

理由：カラー版が配布されたので
2． 今回の審議の内容はわかりやすかったですか？

１．わかりやすかった　２．わかりにくかった　３．その他

理由：発言者が特定しづらい
　　　音声がとぎれたり、われたりする
（茨木市　阿字地氏）

意見記入用紙に書かれた意見
〈意見〉

別紙のとおり
安威川ダム事業評価に対する府民意見募集のやり直しを強く求めます
〈質問〉

１．今回の審議会の資料はわかりやすかったですか？

１．わかりやすかった　２．わかりにくかった　３．その他

理由：記載なし 
２．今回の審議の内容はわかりやすかったですか？

１．わかりやすかった　２．わかりにくかった　３．その他

理由： 記載なし
【別紙】
「大阪安威川(あいがわ)の治水を考える流域連絡会」の茨木市　阿字地洋子と云います。

この間、「安威川ダムエ事が大きく進捗」という情報を聞きましたので、その状況を知るために安威川ダムエ事現場を去る7月Il日に緊急現地調査を行いました。

第一に今回の安威川ダム建設事業の事業評価について申し上げます。
安威川流域における事業の目的と事業の概要ですが、現安威川河川整備計画では、100年確率の洪水を調節するダムを建設することにより、目標達成をめざすとしていますが、①近年の国内の異常降雨や今次の九州豪雨など、こうした異常気象が日本列島全体に拡大しうる可能性が高いこと、②また、国でも内閣府や国交省を中心に治水の方策について、「流域治水」への転換が議論されていること、③また今般の安威川ダム計画地周辺の地質の脆弱性が指摘される中では、安威川流域の治水についても同様の方向で見直す必要があると考えます。こうした世界的な気候変動、 日本の異常降雨常態化や国の治水対策の転換の動き、安威川ダムエ事地周辺の地質の脆弱性等を総合的に勘案するなら、安威川流域の治水もダムに頼った治水から 「流域治水」 の方向へ転換すべきと考えます。
第二に、 今回のダム建設費用の変更について申し上げます。
変更の理由の第一は自然災害により必要となったとして、「①非常用洪水吐きの法面対策の増で2 2億円、②ダム貯水池周辺における斜面保全対策の増で4 3億円、総計6 5億円。第二は現場条件により対応が必要となったとして、①コア材の採取量不足、及び転石処理の増で3 5億円、②盛り立て材料にかかる土量変化率の見直しの増で5億円、総計4 0億としていますが、 (2020年6月 13 日 ①非常用洪水吐き法面崩壊の原因と対策工事の調査報告書 ②ダム湖周辺の崩落箇所の原因と対策工事の調査報告書)その具体的内容に付いて情報公開請求しましたが、「公開期限延長処分」により未だ公開されていません。説明責任をきちんと果たすべきと考えます。

第三に、 建設に要する費用の増額に関連する現在執行中の工事内容の進捗状況について申し上げます。 大阪府は2020年2月7日公示と2020年7月8日公示の「安威川ダム河川護岸防災工事」(令和1年度、令和2年度)を発注していますが、私達の情報公開請求に応じて、早期に工事の概要と進捗状況についても、説明をするようもとめます。

以　上




